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バイオ事業を成長加速させるバイオビジネス支援コンサルティング 
時代を牽引する先端技術バイオビジネスがオールドエコノミー型の企業経営でよいのでしょうか。 

◆顧客をクラスター判別して顧客の生
態に応じたCRMマーケティングプロ
グラムを組み立てる 
 市場を正しく理解することはバイオ 
ビジネスを有利に展開する上で重要な
鍵です。市場は様々な特性やニーズを
持つ顧客から形成されています。そこ
から類似する特性やニーズを持つ顧客
グループをクラスターリングしてター
ゲット市場セグメントを発見すること
ができます。そしてターゲット市場に
おける現在から未来にいたる顧客の成
長モデルを構築することによって、
顧客ニーズを先取りし需要予測にもと
づくソリューションの供給が可能にな 
るのです。 

 

◆リスクマネジメントで獲得する信用、信頼が競争優位に差をつける 
 バイオ企業には品質や安全、環境だけでなく、情報漏えいやバイオハザードに対する強い関心が集まっています。 
 創薬ビジネスにおいてはGLP（安全性に関する非臨床試験の実施基準）やGCP（臨床試験の実施基準）、GMP（製 
造管理及び品質管理に関する基準）、GPMSP（市販後調査の基準）などISO以上に厳しいマネジメントシステムが要 
求されています。また、知的所有権や人権尊重の重要性も高くISMSやプライバシーマークへの対応も不可欠です。 
 マメジメントシステムが万全であればバイオテクノロジー保険やIT保険などの利用も容易になります。市場シェア 
を拡大するためには研究開発だけでなく顧客の信用、信頼を得ることも重要であることを忘れてはいけないのです。 

◆ナレッジマネジメントの善し悪しが研究開発のス
ピードを決める 
 
バイオインフォマティクスが注目されています。し
かし、コンピュータを活用すべき分野は他にも数多 
くあります。研究テーマそのものや研究プロセスに
おけるブレイクスルーを探索する場合に過去のプロ
ジェクト文献や他チームの研究ノートなどのナレッ
ジを活用することの意義が極めて高いはずです。ゲ
ノム、タンパク質情報のデータベース化をはじめと 
して研究ノートなどのナレッジ統合、人員や試薬と 
いったリソース管理、研究開発活動のタスクマネジ 
メントなど研究活動全体を支援するものこそバイオ
インフォマティクスの究極の姿ではないでしょうか。 

どのような顧客セグメン
トが存在するのか

顧客にはどのような
個体差があるのか

顧客はどのように成長
するのか

顧客セグメントごとに最
適な営業方法は何か

成長段階ごとの最適な
営業方法は何か

個体差ごとに変えるべ
き営業方法はないか

顧客セグメントごとに
最適な商品組み合わ
せは何か

成長段階ごとに
提案すべき商品パーツ
は何か

個体差ごとに
変えるべき商品パーツ
はないか
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